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 事業概要 

宇宙輸送コスト削減のため, ロケット機体の再使用化が急務となっている. 再使用型ロケットは機

体に受ける空気抵抗を利用して減速や転回運動を行うため, 安全な着陸には帰還飛行時の空力特性を

把握しておく必要がある. 本研究では再使用型観測ロケットの実現に向け, 帰還飛行時の機体の空力

特性を調査している. 主に帰還飛行時の低マッハ数流れを想定した風洞試験と数値解析を実施し, 数

値解析結果の妥当性を確認しながら進めている. その上で, 風洞試験と実飛行のレイノルズ数の違い

が空力特性に与える影響や, 帰還飛行性能を向上させるための空力デバイスの検討を行っている. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

再使用型ロケットの帰還飛行時における空力特性を把握するために数値流体計算を行っている . 特

に高迎角流れ(迎角 60-120 度付近)における流れ場を再現するには, 機体近傍に生じる細かい渦を数値

的に解像する必要がある. このためには細かい計算格子を用いた大規模な数値計算を行う必要があり, 

そのために JSS3 を利用している. この大規模計算により, 対応する風洞試験の結果に近い計算結果を

得ることができた. さらにその結果を可視化等によって分析することで, 風洞試験での取得が難しい, 

空間的な流れ場を明らかにする 

 

 今年度の成果 

再使用ロケット実験機"RV-X"の形状を用いて, 風洞試験スケール(レイノルズ数:6.6E+5)及び実飛行

スケール(レイノルズ数:9.0E+6)で数値流体計算を実施した. 今年度は主に迎角 90, 150-180 度におけ

る両スケールの流れ場の違いを解析した. いずれの迎角においても, 実飛行スケールはレイノルズ数

が大きいため剥離位置が下流側に移行することが明らかとなった. 代表例として図 1 に迎角 90 度にお

ける表面圧力係数分布及び表面流線の可視化を示す. ノーズコーン付近に注目すると, 両スケールの

再使用型細長物体の空力特性についての数値解析 
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剥離位置が大きく異なっており, レイノルズ数効果が顕著になっている. これにより, 実飛行スケー

ルのノーズコーン下流側の表面圧力が低くなり, ピッチングモーメント係数が風洞試験スケールに比

べて 61.4%大きくなることが予測された. 

 

 

図 1: 迎角 90 度における表面圧力係数分布及び表面流線の左舷側からの可

視化. 図中の黒線は主要な剝離線を模式的に表示したもの. a) 風洞試験ス

ケール(レイノルズ数:6.6E+5), b) 実飛行スケール(レイノルズ数:9.0E+6). 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.17 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 3,103,929.79 0.14 

TOKI-ST 81,522.27 0.08 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 99,290.90 6.65 

TOKI-TST 3.87 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 423.67 0.38 

/data 及び/data2 40,980.00 0.32 

/ssd 153.33 0.02 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 28.18 0.12 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 非該当 

プロセス並列数 480 - 3840 

１ケースあたりの経過時間 50 時間 
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⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 3,809.18 2.65 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


